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巳年生ま れ

今年の決意
何事も

健康な体から
明 倫 小 学 校 ６ 年

柳 田 広 平 （ 宗 頭 ）

S52 ・ 3 ・26 生

今年 は 、ぼ く の 年 巳 年で す 。

引 ］か ら 、い よ い よ 中 学 生 。 今

ぼ く は 元気 で 健康 な 体 で中 学 生

に な れ る こ と が 、 と て もう れし い で す 。

そ れ と い う の も 小 学 校人 学 を 前 に 、 ペ ル テ ス 氏病 とい

う 足の 病 気 に か か り 、 人学 式 は 出 ら れ ずさ び し い 思 い を

し たか らで す 。 そ れ か ら 三年 間 と い う もの 、 や り たい こ

と も思 う よ う に で き ず 、 不 出[ |な 思 い を し ま し た。

今 は 、 も う す､j か り 足 も な お り 、 み ん な と 同 じ で す 。

だ か ら 今 まで の よ う なあ まえ は 許 さ れ ない と 思 い ま す 。

体を き たえ 、 健陳 な 体 で 今 ま で以 Ｌに む ずか し く な る

勉 強 に ス ポ ー ツに 頑張 り たい で す。

思い を 新 たに

( 8)

( 敬 称 略)

新 し ＜

決 心 し た こ と

浅 川 小 学 校 ６ 年

野村登希子（浅田）

S52 ・ 2 ・19 生

今 年 は 巳 年 。 私 の 年 で す。 小

学 生 と し て 最 後 の 年 で もあ り ま

す 。

ふ り 返 って 、 い ろ い ろ な 事を 思 い 出 し て み る と 、 私 は

と て も11･え ん坊 で 、 あ まり 努力 家 と はい え ま せん で し た 。

で も 、中 学 生 に な る と 、 そ う は い か な い と 思 い１ す。

勉 強 、 ク ラ ブ活 動 、 新 し い き ま り な ど 、 今 まで と は ち が

う生活が待っていると思います。甘えん坊のままでは、

自分か困ってしまいます。

特 に 漢 字 が 苫Ｌ な の で 、 毎 日 こ へ)こ ≒)と 努 力 し て 、 の

り こえ た い と思 い ま す 。 ま た 、l l ﾓしい と思 う こ と は 、ﾘj

気 を 出 し て 兒 言し た り 実 行し た り し 上 う と思 い ま す 。

精い っぱい　
一瞬間 を生き る一

岡田美智子（土手）

S28 ・ 6 ・17 生

三隅に帰ってまる５年が経ち

ました。帰った当初は知る人も

な か っ た 私 で す が 、 徐 々 に 友 人

もで き 、 心 に も ゆ と り が で き て き た よ う に 思 い ま す 。

又、今年は３度目の干支を迎え、思いを新たに、新し

い年に９みたいと思います。今は、２人の娘を持ち、子

育 て に 明 け 非 れる 毎 日 で すが 、 母 親と し て も 、 主 婦 と し

ても、まだまだ半人前の私です。

昨 年 は 、 私に と って 、 出 合 い の 多 い 年 で し た。 こ の 出

合いを人切にし、今年も又、実りある年にしたいと思い

ます。三隅は、スポーツが大変盛んなので、スポーツの

方でも、何か一つ上達でさればいいなと思っています。

河崎浩司（土手）

S40・ 2 ・13生

町内訪問駅伝に教職ロチーム
の一員として出場する機会に恵
まれたのは昨年の1月でした。

ス タ ート 前の 緊 張 感。　タ ス牛 を受 け 収 る 瞬 間 そ れは ピ ー
クを迎えます。沿逆の声援が別世界からの遠い声の様に

響き、｜だめだ。もう一歩も進めない｡､精いっぱいた。」

そのリJ ’ で［あと一歩頑張ろう。もう一歩。］そんな思

い が 幾度 と な く 交錯 し ま す。 了 ン カ ー に 令 て を 託 し た 時

の 安 堵 感 と 充 足 感 は 何 もの に も 代え 難 い も の で し か。

決めた目標に向か。て精いっぱい頑張る、その　一瞬一

瞬を貞摯につなげることが精いっぱいの意味だとしたら、

結米はどうあれ悔いは残らないはずです。そう思って今

年も゛一瞬″ を゛精いっぱい″ 。

私たち…
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